
事業所名

開催日時 令和 4 年 9 月 29 日 （ 木 ） 13 時 30 分 ～ 14 時 30 分

開催場所

3 名 1 名

0 名 5 名

0 名 1 名

1.

2.

ション等の取り組みを行った。

・コロナウイルスの感染状況

予定している。

上げられている状態。

　おわらや夏祭りなどを行い利用者様にはコロナ禍でも楽しんでいただけるようにレクリエー

に見ていた。

　保育所交流会は昨年以前に続き中止としている。それに代わるものとして園児の作品展示を

・実習、介護体験について

　実習や介護体験は例年と比べて受け入れ人数が多い。

　富山短期大学が行っている「介護に関する入門的研修」の受け入れも行う。

　小学生対象の『親子夏休み福祉の仕事バス教室』、高校生等対象の『高校生等の福祉の魅力

会　　議　　録

＜第１号議案＞　事業所の現状

・利用状況

・コロナ対策について

　職員は８月に４回目のワクチン接種を行っている。またデイサービスでは職員、利用者様

ともに数人の感染はあったがデイサービス内での拡がりは無く、休苑などもしていない。

　感染予防としてマスクの着用をお願いしているが、認知症の利用者様においては認知症という

　内訳としては職員１名、利用者様４名（通常規模型も含め）となっている。

　８月に１００歳の祝いにてボランティア（１０名程度）に来ていただく予定であったが、富山

アラートの発令にて中止とした。

　認知症対応型の利用者はコロナ禍の影響の為か多少の減少はあったものの、ある程度の実績は

病気ゆえにマスクの着用の徹底が難しいのが現状。

令和４年度　第１回　運営推進会議開催状況報告書

梨雲苑デイサービスセンター

特別養護老人ホーム　梨雲苑　研修室（富山市吉作１７２５番地）

参 加 者

議　　題

事業所職員

知見者、民生委員等

利用者（家族）代表者

地域住民代表者

その他

事業所の現状について

その他（地域包括）行政職員



・９月以降のデイサービスでの行事の開催予定について教えて下さい。

体験バス教室』のアンケート結果が届いているので、そちらもご参照ください。

ご意見やご質問

活動が減ったためそのようなことが増えているのではないか。

→サービスの追加や変更ではなく、これまでは国が負担していた処遇改善手当が１０月より国の

負担ではなくなるため、職員の処遇改善に伴う金額の変更になります。

・７月の延べ人数が少ない理由はなんでしょうか。

→レクリエーション関係で出来なくなったことが多いです。密にならず、なるべく座席の移動

あるために利用数が減っています。

います。

→国際大は幼児教育が主であり、基本的には富山短期大学の福祉科からの受け入れを行って

→１０月より料金は変更されるため現在本人様、ご家族様に料金の変更について了承をいただ

を行わないように工夫しながら、ゲームや行事などを楽しんでいただくようにしています。

・１０月から保険料の変更があるとのことだが、診療費以外で入居に関する費用やデイサービス

いている最中です。

→特に大きな理由はなく、利用の結果そうなったものです。但し８月に関してはお盆休みなどが

・富山では１９名が入門的研修の講義を受けたとのことですが、実習受け入れ状況について

教えてください。

→呉羽のそれぞれの施設で受け入れを行っており、デイサービスでは１人の受け入れを行い

ました。

・コロナ拡大の関係で、従来よりできなくなったことはありますか。

→１０月は運動会、１１月はドライブ、１２月はクリスマス会などを予定しています。

・実習受け入れについて、富山国際大学はどのくらい受け入れていますか。

→７月は第７波の影響もあり、お休みをされる方も多かったため、そこも要因ではないかと思

われます。



・コロナの影響でやりたくてもできないことが多いなか、地域の人々でも何かやろうと考えて

→梨雲苑として何か協力できることがあれば遠慮なくおっしゃっていただけたらと思います。

・秋ごろに３世代交流事業を考えていましたが、コロナの拡大などでなかなか実現できていな

ご意見やご質問

＜第2号議案＞その他

難いのが現状です。何かあった際には医療の世話になることもあり、出来るだけ対策を講じて

計画を立てています。

→いつも理事長が、コロナをむやみに恐れるのではなく、「正しく知って正しく恐れる」姿勢で

取り組む必要がありますと言われます。コロナ対策において、今までと同じことをただ続けて

とることで、対策についても考えていけるようになるのではないかと思います。

・自治会長での集まりのなかでそろそろ懇親会の開催も検討しているが、反対意見も多く、また

いが、住民と子どもたちの交流は重要だと考えています。

成人式も同窓会としての意味も込めて一斉に行いたいと思っているが、そちらも賛同を得られ

いる人は多いです。それぞれ独自のやり方を以って、思い切った取り組みを行うべき。行動を

いくのではなく、行動をとって対策していくのも必要です。

→コロナ感染については飲食が関係してくると一歩引いてしまうのが現状です。日本はまだまだ

「Withコロナ」というには早く、しかしながら引いたままで皆さんが家でずっと過ごしている

ことで、社会との交流が減り認知症の進行が進んでしまう可能性もあるかもしれません。

　正しい知識を持って、適切な進め方で行事などを勧めていくことが出来るように、地域の方々

やデイサービスなどで協力していきましょう。


